
中
支
、
満
州
、
シ
ベ
リ
ア
　 

島
根
県
　
田
淵
峯
夫
　 

出
生
か
ら
入
隊

僕
は
大
正
十
四
年
七
月
十
三
日
生
ま
れ
で
、
本
籍
・
現
住
所

と
も
同
じ
で
、
家
族
は
祖
父
母
、
弟
妹
の
十
一
人
で
、
松
江
農

林
学
校
を
卒
業
し
農
業
に
従
事
し
て
い
た
。
昭
和
十
九
年
十
二

月
十
日
、
現
役
兵
と
し
て
浜
田
西
部
第
三
部
隊
に
入
営
し
、
そ

の
後
、
中
支
藤
部
隊
へ
派
遣
と
な
り
、
二
十
年
七
月
上
旬
ご
ろ

満
州
防
衛
の
た
め
公
主
嶺
に
到
着
し
、
終
戦
は
ラ
ジ
オ
放
送
で

知
っ
た
。

ソ
連
軍
侵
攻
か
ら
シ
ベ
リ
ア
収
容
所
へ
の
旅

ソ
連
軍
が
八
月
二
十
日
ご
ろ
現
れ
た
が
交
戦
せ
ず
、
我
々
は

約
一
週
間
ほ
ど
完
全
武
装
の
ま
ま
過
ご
し
て
い
た
が
、
日
ソ
間

の
交
渉
で
武
装
解
除
に
応
じ
た
。
そ
の
後
赤
痢
に
か
か
り
、
部

隊
を
離
れ
単
身
で
四
平
街
の
陸
軍
病
院
に
入
院
し
、
一
カ
月
後

に
退
院
と
な
り
、
ソ
軍
管
理
の
作
業
隊
五
百
人
と
行
動
を
共
に

し
、
黒
河
～
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
～
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
第
一

収
容
所
に
十
二
月
初
旬
ご
ろ
着
き
、
二
千
人
と
極
寒
の
中
で
飢

え
と
重
労
働
を
体
験
し
、
二
十
一
年
六
月
、
行
き
先
知
れ
ず
貨

車
で
ウ
ズ
ベ
ク
共
和
国
タ
シ
ケ
ン
ト
収
容
所
や
カ
ザ
フ
共
和
国

チ
エ
リ
ニ
ウ
ジ
ャ
ー
ク
収
容
所
な
ど
、
二
十
三
年
夏
ま
で
転
々

と
移
動
さ
せ
ら
れ
た
。

抑
留
生
活
の
実
態

収
容
人
員
は
千
五
百
人
く
ら
い
で
、

既
存
の
建
物
で
暮
ら
し
、

暖
房
、
電
灯
、
二
段
ベ
ッ
ド
も
あ
っ
た
。
作
業
は
雑
役
、
左
官
、

鉄
道
機
材
運
搬
な
ど
で
、
触
診
に
よ
る
健
康
診
断
が
あ
り
、
等

級
別
に
よ
っ
て
働
か
さ
れ
た
。
ノ
ル
マ
達
成
は
大
し
て
厳
し
く

な
く
、
特
に
重
労
働
と
は
思
わ
な
か
っ
た
が
、
寒
さ
と
す
き
っ

腹
が
こ
た
え
た
。

統
制
管
理

就
労
規
則
は
な
か
っ
た
が
、
一
日
の
労
働
は
八
時
間
く
ら
い

で
週
一
回
は
休
日
を
与
え
ら
れ
た
。
タ
シ
ケ
ン
ト
第
五
ラ
ー
ゲ

ル
で
日
本
人
に
よ
る
民
主
教
育
が
あ
っ
た
。
幹
部
は
選
挙
で
決

め
、
ア
ク
チ
ー
ブ
が
自
主
管
理
し
た
。

帰
還
と
帰
国
後
の
生
活



二
十
三
年
七
月
、
待
ち
遠
し
か
っ
た
東
京
ダ
モ
イ
の
日
が
来

た
。
タ
シ
ケ
ン
ト
を
出
発
し
、
ナ
ホ
ト
カ
出
港
～
舞
鶴
上
陸
は

七
月
十
九
日
だ
っ
た
。

故
郷
に
帰
っ
て
、
入
隊
前
と
同
じ
環
境
で
頑
張
っ
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
　 

大
阪
府
　
杉
山
森
一
郎
　 

私
は
、
大
正
十
一
年
三
月
六
日
、
兵
庫
県
氷
上
群
美
和
村（
現
、

市
島
町
）
酒
梨
七
一
五
ノ
二
、
杉
山
庄
吉
の
次
男
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。
当
時
、
父
は
群
是
製
糸
倉
吉
工
場
の
技
師
と
し
て

勤
め
て
お
り
、
家
で
は
母
が
農
業
と
養
蚕
を
行
っ
て
お
り
ま
し

た
。
家
族
は
、
祖
母
と
両
親
と
男
子
二
、
女
子
五
の
七
人
兄
妹

で
し
た
。

私
は
兵
庫
県
立
柏
原
中
学
校
を
経
て
、
旅
順
工
科
大
学
技
術

員
養
成
所
を
卒
業
後
、
新
京
特
別
市
（
現
、
長
春
）
の
満
州
鉱

業
開
発
株
式
会
社
鉱
産
資
源
調
査
所
に
勤
務
し
、
非
鉄
金
属
鉱

床
の
調
査
に
従
事
し
て
お
り
、
関
東
軍
及
び
海
軍
武
官
府
に
も

そ
の
調
査
資
料
を
届
け
て
お
り
ま
し
た
。

軍
隊
に
は
昭
和
十
八
年
一
月
に
北
満
海
拉
爾
の
第
八
国
境
守

備
隊
第
二
地
区
隊
歩
兵
連
隊
第
五
中
隊
に
入
隊
。
連
隊
砲
小
隊

（
四
一
山
砲
）
で
、
十
九
年
に
は
歩
兵
砲
中
隊
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
連
隊
の
兵
器
委
員
室
に
勤
務
し
、
兵
器
、
弾
薬
を
扱
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
同
年
末
ご
ろ
編
成
替
え
に
な
り
、
東
山
地
区

に
て
第
一
一
一
師
団
の
第
三
六
二
部
隊
歩
兵
砲
中
隊
と
な
り
、

二
十
年
春
ご
ろ
に
は
部
隊
は
興
安
嶺
に
て
陣
地
構
築
を
行
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
私
は
部
下
数
名
と
と
も
に
海
拉
爾
に
残
っ
て

お
り
ま
し
た
。
ソ
連
参
戦
で
朝
か
ら
海
拉
爾
は
爆
撃
に
逢
い
、

同
日
夜
を
徹
し
て
後
退
、
博
克
図
近
く
の
興
安
嶺
の
本
隊
に
合

流
、
敵
の
戦
車
攻
撃
に
対
し
て
迎
撃
の
陣
を
張
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
命
に
よ
り
斉
々
哈
爾
に
退
き
、
武
装
解
除
は
楡
樹
屯
で
、

そ
の
時
詔
勅
の
放
送
は
聞
き
ま
し
た
が
、
ラ
ジ
オ
は
雑
音
が
多

く
は
っ
き
り
聞
き
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
地
に
て
一
カ
月
余
り
過
ご
し
、
九
月
下
旬
に
こ
の
楡
樹

屯
よ
り
二
段
の
有
蓋
貨
物
列
車
に
乗
せ
ら
れ
、
五
百
人
単
位
の

大
隊
に
て
満
州
里
を
経
て
東
に
回
り
、「
ダ
モ
イ
」
の
は
ず
が




